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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数種類の異なる袋を選択しながら包装装置に
供給することができるようにすることで、複数種類の製
品（被包装物）を１台の包装装置にて任意設定数量だけ
交互に繰り返して包装することができる給袋装置を提供
する。
【解決手段】給袋装置２は、複数種類の異なる袋を各々
収納する複数連の袋箱４が並設され、この複数連の袋箱
４の先端部に、袋の一端を吸着する吸盤１４を設け、前
記吸盤１４を揺動するための揺動リンク機構を備え、前
記複数連の袋箱４が水平移動機構により水平移動可能で
あって、複数連の袋箱４の各々が所定の位置に水平移動
して複数の異なる袋を任意設定数量だけ、交互に繰り返
して包装装置１に供給する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数種類の異なる袋を各々収納する複数連の袋箱が並設され、この複数連の袋箱の先端部
に、袋の一端を吸着する吸盤を設け、前記吸盤を揺動するための揺動リンク機構を備えた
給袋装置であって、
前記複数の袋箱が水平移動機構により水平移動可能であって、複数連の袋箱の各々が所定
の位置に水平移動して複数種類の異なる袋を任意設定数量だけ、交互に繰り返して包装装
置に供給する、ことを特徴とする給袋装置。
【請求項２】
制御装置を備え、この制御装置は複数連の袋箱のどこから袋を取り出したかを判断し、包
装装置の複数のうちの、どの計量器もしくは投入機に指示を出せばよいのかを判断して、
前記袋が包装装置の投入ポジションに来た時に、袋内に、指示した計量器もしくは投入機
から被包装物を投入する、請求項１に記載の給袋装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、印刷面の異なる複数種類の袋を、例えばロータリー式包装装置に連
続的に受け渡すために、前記のような複数種類の異なる袋を各別に収納する複数連の袋箱
を並設した給袋装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、積み上げ式の給袋装置であって、底板と、底板の両側に立設した側板よ
りなる貯袋器内に、袋を積載して昇降する受け板が内蔵され、この受け板の下方に支持脚
が垂直に設けられている。この支持脚の一定長さ範囲にはラックが刻設され、このラック
が装置側に固定されたモータの歯車と噛合し、前記受け板上を昇降する。前記構成の貯袋
器の上方位置に、１対の吸盤が、支持板の左右端へ対向状態に設けられている。 
【０００３】
特許文献２は、縦移動式の給袋装置であって、機台の上面の左右に通路枠を立設し、この
通路枠の間の前後下部に設けたプーリーに、多数の袋を縱向きで搬送する搬送ベルトを掛
け渡し、両側に側壁板を設けた包装袋通路を形成し、この包装袋通路の先端縁部にはスト
ッパーを設け、包装袋通路の先端部に、袋を一枚ずつ吸着して包装装置に移送する吸盤を
設けている。
【０００４】
特許文献３は、横移動式の給袋装置であって、コンベヤベルト両側に一対の案内壁を設け
、前記コンベヤベルト上に、多数の袋を重ね合わせて形成した嵩高袋を横向きに載置し、
コンベヤベルト回転方向に向けた最前の嵩高袋の袋口側に吸い付く搬出吸盤でもって、各
袋を順次、包装装置に向けて搬出する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平０５－１２４７５１号公報
【特許文献２】特開平０７－１７５２１号公報
【特許文献３】特開２００９－２４８９７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、被包装物で種類の異なるものを同時に包装したい場合、例えば、鶏肉のムネ、
ササミ、モモ、テバのような種類の異なる部位を、各部位又はその組み合わせに応じて包
装するために、その被包装物に応じた印刷が付された袋に包装したい場合、前記従来の給
袋装置では、袋の進行方向が、ワンウェイ（一方方向）のため、印刷違いの袋を選択しな
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がら包装装置に供給することができなかった。また、袋幅が同じで、長さの異なる袋に、
その長さに合わせて異なる被包装物を同時に包装したい場合にも同様の課題があった。こ
のため、例えば、包装装置の異なる被包装物を投入するための複数の計量器もしくは投入
機を選択しながら、被包装物を投入するように信号を発信し、複数種類の被包装物を１台
の包装装置にて、任意設定数量だけ交互に繰り返して包装しようとしても、することがで
きなかった。
【０００７】
本発明は、複数種類の製品（被包装物）を１台の包装装置にて任意設定数量だけ交互に繰
り返して包装することができる給袋装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の給袋装置は、複数種類の異なる袋を各々収納する複数連の袋箱が並設され、こ
の複数連の袋箱の先端部に、袋の一端を吸着する吸盤を設け、前記吸盤を揺動するための
揺動リンク機構を備えた給袋装置であって、前記複数連の袋箱が水平移動機構により水平
移動可能であって、複数連の袋箱の各々が所定の位置に水平移動して複数種類の異なる袋
を任意設定数量だけ、交互に繰り返して包装装置に供給する、ことを特徴とする。
　上記構成により、本発明の給袋装置は、異なる種類を各々収納する複数連の袋箱を、水
平移動機構により水平方向にスライドさせることにより、複数種類の被包装物を１台の包
装装置にて任意設定数量だけ、交互に繰り返して包装する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の給袋装置は、複数種類の異なる袋を任意設定数量だけ、交互に繰り返して包装
装置に供給することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の給袋装置及びロータリー式包装装置の平面図
【図２】本発明の給袋装置の側面図
【図３】本発明の給袋装置の背面図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下において、本実施の形態について図面を用いて説明する。図１は本発明の給袋装置
及びロータリー式包装装置の平面図、図２は給袋装置の側面図、図３は給袋装置の背面図
である。図１に示されているように、ロータリー式包装装置１に隣接して給袋装置２が配
置され、この給袋装置２から空袋が受渡し機構３を介してロータリー式包装装置１に受け
渡されている。ロータリー式包装装置１及び受渡し機構３は従来と同じであるので、詳細
な説明は省略する。
【００１２】
本実施の形態の給袋装置２は、２種類の異なる袋を各々収納する二連の袋箱４がコントロ
ールボックス５上に並設されており、これら二連の袋箱４とコントロールボックス５が同
時に水平方向にスライド可能な構成となっている。そして、この給袋装置２は、２種類の
製品を１台のロータリー式包装装置１にて任意設定数量だけ、交互に繰り返して包装する
ことができる。
【００１３】
例えば、２種類の製品（被包装物）をＡ製品，Ｂ製品とすると、この水平方向にスライド
可能な二連の袋箱４を利用して、一方の袋箱４ＡにＡ製品用の印刷が付された袋をセット
し、他方の袋箱４ＢにＢ製品用の印刷が付された袋をセットする。そして、ロータリー式
包装装置１の受け渡しポジションＰ１に対向する一方の袋箱４ＡからＡ製品用の袋を取り
出して受け渡し機構３を介してロータリー式包装装置１に受け渡す工程を2回繰り返した
後、二連の袋箱４がスライドして他方の袋箱４Ｂが前記受け渡しポジションＰ１に移動し
、他方の袋箱４ＢからＢ製品用の袋を取り出して、受け渡し機構３を介してロータリー式
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包装装置１に受け渡す工程を2回繰り返す。さらに、二連の袋箱４が元の位置にスライド
して、一方の袋箱４ＡからＡ製品用の袋が受け渡し機構３を介してロータリー式包装装置
１に受け渡される。このような二連の袋箱４の往復動作を繰り返す。
【００１４】
なお、一方の袋箱４Ａから６枚のＡ製品用の袋を、受け渡し機構３を介してロータリー式
包装装置１に繰り返して受け渡した後、他方の袋箱から４枚のＢ製品用の袋を、受け渡し
機構３を介して繰り返してロータリー式包装装置１に受け渡すというように、受け渡す袋
の数量については制御ボックス５０のタッチパネルにて任意に設定することができる。
【００１５】
さらに、制御ボックス５０内の制御装置（図示せず）は、一方の袋箱４ＡからＡ製品用の
袋を取り出したのか、または他方の袋箱４ＢからＢ製品用の袋を取り出したのかを判断し
、ロータリー式包装装置１のＡ製品用、Ｂ製品用の各々の計量器もしくは投入機５１の何
れに投入信号を発すればよいのかを判断し、そのＡ製品用又はＢ製品用の袋がロータリー
式包装装置１の投入ポジションＰ２に来た時に、袋内に、指定されたＡ製品又はＢ製品（
被包装物）を誤ることなく投入する。
【００１６】
次に、給袋装置の詳細について説明する。
２種類の異なる袋を収納できる二連の袋箱４の各々は、従来の袋箱と同様に、棚板６の上
面に多数の袋が層状に積載され、この棚板６の両側に積み重ねられた袋の横ずれを防止す
るために側板７が立設している。袋のサイズに応じて、各袋箱４Ａ，４Ｂの側部に装備さ
れたハンドル８を回転させ、両側板７の間隔を調整して袋のサイズに合わせる。
【００１７】
また、一方と他方の袋箱４Ａ，４Ｂの先端には、袋の先端が飛び出さないように、ストッ
パー壁９が立設している。さらに、図１に示すように、一方と他方の袋箱４Ａ，４Ｂの先
端より少し内側の幅方向に、棒状のレベルセンサ１０が配置されている。このレベルセン
サ１０は、長Ｌ字状の金属棒であって、その一端が上下方向に回動可能に軸支され、袋の
上面に常時、乗っており、袋が少なくなってセンサ１１に接触すると、袋補充の警告を発
する。
【００１８】
さらに、棚板６は、一方と他方の袋箱４Ａ，４Ｂの下部に配置されたリフト機構（図示せ
ず）により、一方と他方の袋箱４Ａ，４Ｂ内の積層された袋が少なくなると、袋が少なく
なった分だけ棚板６を上昇させ、後述する吸盤によって袋の吸着ミスが発生しないように
している。
【００１９】
一方と他方の袋箱４Ａ，４Ｂの先端側上部には、上下方向に揺動する揺動リンク機構１３
により上下方向に円弧を描いて回動しながら袋の上部を吸着して捲り上げるメイン吸盤１
４が配置され、後端側上部には、袋の下部を吸着して持ち上げるサブ吸盤１５が配置され
ている。各吸盤１４，１５には吸引するための図示しないエアーホースが接続し、負圧が
かけられて袋を吸着したり、離したりすることが可能である。
【００２０】
さらに、前記ストッパー壁９の上部幅方向に、円筒状のエアー噴射筒１６が取り付けられ
ている。また、サブ吸盤１５の後方には、最上位の袋を取り出す時に、下の袋を押さえて
引き摺られないようにする押さえ突起１７が各袋箱の後部に配置されている。
【００２１】
前記メイン吸盤１４は、一方と他方の袋箱４Ａ、４Ｂの幅と略同じ長さの二本の棒を平行
に配したガイド棒１８に４個の固定ブロック１９が固定し、この４個の固定ブロック１９
に前記メイン吸盤１４が下向きに取付けられている。この各固定ブロック１９は、前記側
板７と対応するガイド棒１８に固定されており、この固定ブロック１９は側板７と同方向
の縦のスリット（図示せず）が形成され、このスリットが前記側板７の前側上部に嵌まり
込み、側板７の上部に沿ってスライドして円弧を描きながら上下に揺動する。
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【００２２】
図２及び図３に示すように、前記ガイド棒１８の中央部が、中央隔壁２０の上部間に、側
面視においてＬ字形の小プレート２１を介して軸支されており、この小プレート２１の突
端がメイン吸盤１４を上下に揺動させる揺動リンク機構１３に接続している。
【００２３】
前記揺動リンク機構１３を図２及び図３を用いて説明する。図３の左下に備えられている
のが駆動モータ２２であり、この駆動モータ２２の回転運動をカムにより正逆方向の回動
運動に変換し、この回動運動を回動レバー２３と垂直ロッド２４で中間軸２５に軸支され
た長尺な水平揺動レバー２６に伝達されている。この水平揺動レバー２６の揺動運動はさ
らに上下方向の長尺ロッド２７により前記小プレート２１に伝達される。前記長尺ロッド
２７の揺動により、小プレート２１及びガイド棒１８を介してメイン吸盤１４が袋を吸着
して回動しながら立ち上がるので、受渡し機構３のクリップ３Ａが袋を摘み終わると回転
軸３Ｂを中心に回転してロータリー式包装機１のクランプアーム１Ａに袋を受け渡す。
【００２４】
なお、前記水平揺動レバー２６に係合する長尺ロッド２７の下端係合部２８は、後述する
ように二連の袋箱４が水平方向に移動しても、長尺ロッド２７の下端係合部２８は水平揺
動レバー２６に係止した状態で水平方向に摺動するので、長尺ロッド２７も二連の袋箱４
と共に水平移動することができる。
【００２５】
次に、本実施の形態の水平移動機構２９について説明する。
二連の袋箱４は、前記のようにコントロールボックス５の上部に受渡し機構３側に傾斜し
て取付けられている（図２参照）。さらに、コントロールボックス５は、水平メインロッ
ド３０と、水平サブロッド３１により水平移動可能に支持されている。コントロールボッ
クス５の背面壁の取付け板３２に、ピロー型軸ユニット３３が取り付けられており、この
ピロー型軸ユニット３３に前記水平メインロッド３０が挿通している。さらに、取付け板
３２には、ガイド３４が取付けられており、このガイド３４が、図２に示すように、水平
サブロッド３１に支持されて、ピロー型軸ユニット３３と合わせてコントロールボックス
５を水平移動可能に支持している。
【００２６】
前記コントロールボックス５は、水平移動機構２９によって水平移動する。この水平移動
機構２９について、図２及び図３を用いて説明する。ギアモータ３５の回転運動は、正逆
方向の回動運動に変換される。この回動運動を水平ロッド３６とロッド３７により回転軸
３８による回動レバー３９の左右方向の回動運動に変換される。回動レバー３９の先端は
、連結棒４０を介して取付け板４１に接合している。回動レバー３９の回動により、コン
トロールボックス５は水平メインロッド３０と水平サブロッド３１に支持されながら左右
方向にスライドする。
【００２７】
二連の袋箱４の袋が空になった場合、図示していない光センサの光の透過により素早く検
知される。例えば、一方の袋箱４Ａに残った最後の袋をメイン吸盤１４、サブ吸盤１５で
吸着して受渡し機構３に受け渡すと、袋の有る時と無い時の光センサからの光の透過の違
いにより、一方の袋箱４Ａに袋がなくなったことを検知する。光センサからの信号により
制御ボックス５０の制御装置は一方の袋箱４Ａが袋切れ状態になったと判断して警報を発
する。
【００２８】
なお、上記実施の形態の給袋装置２では、袋箱４を二連として説明したが、二連に限定さ
れるものではなく、三連、四連というように、二連以上の複数連の袋箱であってもよいこ
とは言うまでもない。その場合、袋箱の水平移動の幅が大きくなるので、水平移動機構２
９を回動レバー３９のようなものではなく、チェンのような無端回動体とスプロケットを
組み合わせて水平移動機構として用いてもよい。また、リンク機構１３等もそれと同様の
作用を果たす構成のものであってもよいことは言うまでも無い。
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なお、包装装置をロータリー式包装装置１としたが、包装装置２はロータリー式である必
要はない。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
本発明は、例えば、ロータリー式包装装置の給袋装置に用いることにより種類の異なる包
装用袋の受け渡しを行うことができる。
【符号の説明】
【００３０】
１　ロータリー式包装装置
１Ａ　クランプアーム
２　給袋装置
３　受渡し機構
３Ａ　クリップ
３Ｂ　回転軸
４　袋箱
４Ａ　一方の袋箱
４Ｂ　他方の袋箱
５　コントロールボックス
６　棚板
７　側板
８　ハンドル
９　ストッパー壁
１０　レベルセンサ
１１　センサ
１２　リフト機構
１３　揺動リンク機構
１４　メイン吸盤
１５　サブ吸盤
１６　エアー噴射筒
１７　押さえ突起
１８　ガイド棒
１９　固定ブロック
２０　中央隔壁
２１　小プレート
２２　駆動モータ
２３　回動レバー
２４　垂直ロッド
２５　中間軸
２６　水平揺動レバー
２７　長尺ロッド
２８　下端係合部
２９　水平移動機構
３０　水平メインロッド
３１　水平サブロッド
３２　取り付け板
３３　ピロー型軸ユニット
３４　ガイド
３５　ギアモータ
３６　水平ロッド
３７　ロッド
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３８　回転軸
３９　回動レバー
４０　連結棒
４１　取付け板
５０　制御ボックス
５１　投入機

【図１】 【図２】
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【図３】
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